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午
後
3
時
。

■場 
B
I
G
H
O
P
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

印
西
駐
車
場
（
原
）。

※
当
日
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
お
車
は
乗
り
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線

3
7
4
）。

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

９３，７３０
４６，６３５
４７，０９５
３５，５７０

人
人
人
世帯

（
（
（
（

＋４８
＋３６
＋１２
＋３５

）
）
）
）

－平成２６年１０月１日現在－
（　）内は前月との比較

No．769
平成26年（2014）

10月１５日号

　
産
業
ま
つ
り
は
、
市
内
で
生
産
さ

れ
て
い
る
農
畜
産
物
や
商
工
業
製
品

な
ど
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

生
産
者
・
販
売
者
と
消
費
者
と
の
交

流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
販
売
な
ど
を
通
じ
て
食

の
安
心
・
安
全
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
元
の
農
産
物
は
地
元
で
消
費
す
る

と
い
う
「
地
産
地
消
」
の
推
進
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
内
で
は
、
新
鮮
な
地
元
野
菜

や
地
場
産
品
を
使
っ
た
飲
食
物
の
販

売
、
ま
た
市
内
の
商
工
業
製
品
の
展

示
・
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
生
産
者

自
慢
の
味
や
匠
の
技
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
家
族
連
れ
で
も
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
や
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
な

ど
、
子
ど
も
向
け
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
秋
の
一
日

を
満
喫
し
て
、
普
段
は
気
が

つ
か
な
い
「
い
ん
ざ
い
」
の
良

さ
を
再
発
見
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
前
　
時
～

11

10

11/１臥

※写真は全て昨年のもので※写真は全て昨年のものですす

 い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ

い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
りり
でで
　

　
  ふ
る
さ
と
の
良
さ
再
発

ふ
る
さ
と
の
良
さ
再
発
見見

　7月から申請受け付けを開始した、臨時福祉給付金と子育て世
帯臨時特例給付金の申請期限が10 月31 日画までとなります。
　まだ、申請がお済みでない人は、忘れずに申請してください。
申請の際には、添付書類などに漏れがないようご注意ください。
また、申請書提出後1カ月半が経過しても、支給（不支給）決定
通知のはがきが届かない場合は、下記までお問い合わせくださ
い。
【振り込め詐欺に注意】
　臨時給付金の支給に際して、市の担当者や厚生労働省の職員
が、ATM（現金自動預け払い機）の操作をお願いしたり、手数
料などの振り込みを求めることは、絶対にありません。
　不審に感じた場合は、すぐに市の担当窓口か警察（または警察
相談専用電話『＃9110』）にご連絡ください。
■問 社会福祉課臨時福祉給付・子育て世帯臨時特例給付班（緯内線
209～211 ）・厚生労働省専用ダイヤル（緯0570―037―192）。

 申請期限が迫っています申請期限が迫っています概概
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金金

熟熟
練練
のの
匠匠
のの

技技

自慢の焼き鳥　自慢の焼き鳥をを
ご賞味くださ　　　　　ご賞味くださいい

地元野菜をぜ地元野菜をぜひひ鎧鎧お手元にお手元に

ふわふわドーふわふわドームム
で遊ぼ            で遊ぼうう

メイン会場

　使用済み紙パックの回収率は、全国牛乳容器環境協議会の
調査（平成24年）によると33.8％でまだまだ低い状況です。
紙パックの原料は古紙が一切含まれていないため、１渥の紙
パック6枚でトイレットペーパー１個が作れるほどの良質
な製紙原料です。資源の有効活用のためにも紙パックの分別
排出を心掛けましょう。
　なお、内側にアルミ箔が貼ってあるものは、昨年度までは
「燃やすごみ」でしたが、今年度からは資源物（「紙類」の「雑
がみ」）として、ごみ集積所へ出せるようになりました。
【出し方】水洗いして、切り開いて、乾かして、複数枚をひも
で縛って出す。
【排出先】 ▼子ども会や町内会などが行っている有価物集団
回収へ ▼スーパーなどの店頭回収ボックスへ ▼資源物の収
集日（雨の日は避ける）に、ごみ集積所へ ▼ 市役所、印旛支
所・本埜支所、各出張所、公民館、文化ホールに設置の回収
ボックスへ。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

新ごみの分別大事典シリーズ
　Ｈ26年度－欝

紙パックのリサイクルにご協力を紙パックのリサイクルにご協力を！！

　
来
年
度
、
牧
の
原
地
区
に
開
校
す

る
小
学
校
の
名
称
が
「
印
西
市
立
牧

の
原
小
学
校
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
同
地
域
に
は
、
西
側
に
自
然
環
境

を
生
か
し
た
公
園
が
あ
る
こ
と
か
ら

学
校
の
校
舎
も
自
然
環
境
を
生
か
し

た
施
設
と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
交
流
を
目

的
と
し
た
、
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
の
拠
点
と

な
る
「
地
域
交
流
施
設
」
と
児
童
の

健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
「
学
童
保

育
施
設
」
を
併
設
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
施
設
の
相
互
活
用
に
よ
っ
て
、
地

域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
は
じ
ま
っ
た
建
設
工

事
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
来
年
４

月
か
ら
の
供
用
開
始
に
向
け
た
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■問 
学
務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2
2
）。

新
設
校
の
名

 新
設
校
の
名
称称

「
印
西
市
立
牧
の
原
小
学
校
」
に
決

　「
印
西
市
立
 牧
の
原
小
学
校
」
に
決
定定新設され新設されるる牧の原小学校のイメージ牧の原小学校のイメージ図図



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

計
に
役
立
つ
知
識
に
つ
い
て
、
専
門

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
解
説
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
4
時
。

11

18

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

噛
講
師
…
池
田
孝
行
氏
（
金
融
広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。

■定 
　
人
。

25
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
、
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
4
・
3
5
5
・
■メール k

e
ise
ik

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

N
P
O
法
人
等
設
立
講
座

　「
N
P
O
法
人
」
は
市
民
活
動
の

代
表
的
な
運
営
形
態
で
す
。
本
講
座

で
は
、
法
人
化
の
申
請
手
続
き
を
分

か
り
や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、

一
般
社
団
法
人
な
ど
類
似
制
度
と
の

比
較
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
N
P
O
法
人
の
日
ご
ろ
の

運
営
に
対
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

26

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
・
中
央
南
）。

噛
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
（
行
政
書
士
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
、
直
接
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
）。

■問 
本
埜
公
民
館
（
緯
碓97 
2
0
1
1
）。

ふ
る
さ
と
再
発
見

　
　
　
　
 「
秋
の
自
然
観
察
会
」

　
本
埜
地
域
に
残
る
里
山
の
様
子
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
8
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

11

30

正
午
。

※
小
雨
決
行
。

■場 
本
埜
第
一
小
学
校
駐
車
場
（
中
根
）。

■内 
「
里
山
の
会
エ
コ
モ
」
に
よ
る
案

内
で
、
本
埜
第
一
小
学
校
周
辺
を
約

2
時
間
歩
い
て
観
察
し
ま
す
。

■対 
市
内
の
小
学
生
（
小
学
生
と
同
伴

で
大
人
も
参
加
可
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
　
円
（
保
険
代
）。

50
■他 
帽
子
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、

運
動
靴
で
水
筒
を
持
参
。

※
虫
取
り
網
・
虫
か
ご
な
ど
は
、
ご

自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■申 
　
月
　
日
蚊
ま
で
に
、
電
話
ま
た

10

26

は
、
直
接
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
本
埜
公
民
館
。　

男
女
共
同
参
画
事
業

「
心
を
軽
く
す
る
さ
わ
や
か

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　「
つ
い
言
い
過
ぎ
て
し
ま
う
」「
批

判
さ
れ
る
と
頭
が
真
っ
白
に
な
る
」。

　
家
庭
や
職
場
で
こ
ん
な
経
験
あ
り

ま
せ
ん
か
。相
手
も
自
分
も
大
切
に

す
る
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
の
手
法
を

学
ん
で
、さ
わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■時 
臼
　
月
7
日
画
、
渦
　
日
画
・
い

11

14

ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午
（
全
二
回
、

10

ど
ち
ら
か
一
回
の
参
加
も
可
）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

■内 
臼
聴
き
上
手
に
な
る
コ
ツ
、
渦
批

判
を
受
け
止
め
る
コ
ツ
。

噛
講
師
…
 馬
渡
 静
枝
氏
（
N
P
O
法

ま
わ
た
り

人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ち

ば
理
事
）。

■定 
　
人
。

15

■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班（
緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim

in
k
at

u
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾

　「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」
は
、

東
京
電
機
大
学
の
学
生
と
地
域
住
民

と
の
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
た
交
流
と
、

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
技
術
の
向
上
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
由
参
加
型
で
自
由
に
入
退
室
で

き
、
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
も
可
能

で
す
。
個
々
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
課

題
に
対
し
て
先
生
（
学
生
）
た
ち
が

優
し
く
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
パ
ソ
コ
ン
技
術

の
向
上
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
■場 
■費 
は
左
表
の
と
お
り
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

生
活
設
計
に
役
立
つ
！

　
　
  高
齢
期
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

　
で
き
る
だ
け
長
く
、
元
気
で
楽
し

い
生
活
を
続
け
る
た
め
に
必
要
な
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
、
今
後
の
生
活
設

　中
高
年
の
再
就
職
支
援

　
　
　
　
  　
セ
ミ
ナ
ー
　
印
西

in

　
中
高
年
を
対
象
に
、
就
職
ま
で
の

悩
み
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
応

募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方

な
ど
、「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
は
、
雇
用
保
険
受
給
者
の
活

　印
西
市
青
少
年
剣
道
大
会

■時 
　
月
　
日
華
・
受
け
付
け
午
前
9
時
～
。

11

23

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館（
浦
部
）。

■対 
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
の
剣
道

団
体
に
所
属
す
る
小
・
中
学
生
。

■費 
一
団
体（
校
）1
街
5
0
0
円
、
個

人
一
人
4
0
0
円
（
当
日
徴
収
）。

■申 
参
加
希
望
者
は
、　
月
　
日
牙
ま

10

30

で
に
左
記
へ
。

■問 
剣
友
連
合
会
・
武
藤（
緯
碓42 
6
2

9
4
・
胃
碓42 
0
0
8
2
・
■メール y

-k
ik
u

o
.m
u
to
u
@
k
x
f.b
ig
lo
b
e
.n

e
.jp

）。

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■時 
臼
　
月
1
日
臥
・
午
後
5
時
～
8

11

時
、
渦
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～

11

30

正
午
、
嘘
　
月
9
日
峨
・
午
前
9
時

12

～
　
時
。

11
■場 
臼
嘘
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中

央
南
）、
渦
小
林
北
小
学
校
体
育
館
。

■対 
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。

■費 
無
料
。

■他 
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
参
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
卓
球
連
盟
事
務
局
・
斉
藤
（
■携 
0

8
0
―
5
3
7
3
―
1
3
7
6
）。

平成２６年（２０１４）10月１５日号（２）

本
埜
公
民
館
ま
つ
り

　
　
　
　
 「
サ
ー
ク
ル
発
表
会
」

　
本
埜
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ

の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

胸
本
埜
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議

会
主
催
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

25

30

午
後
4
時
、　
日
蚊
・
午
前
　
時
～

26

10

午
後
3
時
。

■場 
本
埜
公
民
館
（
中
根
）。

■内 
模
擬
店
（
お
に
ぎ
り
弁
当
な
ど
）、

い
ん
ば
学
舎
・
マ
ー
ブ
ル
工
房
の
パ

ン
販
売
、
野
菜
直
売
、
本
埜
中
・
滝

野
中
の
吹
奏
楽
発
表
、
子
供
文
化
教

室
（
和
太
鼓
・
生
花
・
茶
道
）
の
発
表
、

も
と
の
保
育
園
・
も
と
の
幼
稚
園
・

老
人
会
の
作
品
展
示
な
ど
。

講
座
・
催
し

10周年記念講演10周年記念講演会会
吉岡まちかど博物館開吉岡まちかど博物館開館館

ス
ポ
ー
ツ

動
実
績
と
な
り
ま
す
。

胸
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
印
西
市
・
白
井
市
・
鎌
ケ
谷

市
共
催
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

10

28

10

0
時
　
分
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

■定 
　
人
。

30
※
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
詳
細
は
、
千
葉

県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
緯

0
4
3
―
2
4
5
―
9
4
2
0
）
へ
。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
4
・
3
5
5
）。

働
く

胸「マイペースパソコン塾」予定表胸
費用場所時間開催日

無　料中央公民館
（大森）

午前１０時～正午、
午後１時～４時

10月18日臥、11
月8日臥・15日
臥・29日臥、12
月13日臥

≪入場について≫当日は先着順で20人まで入場できます。21番目以
降の人は、パソコン持参の有無にかかわらず、先に入場している人の
退出を待っていただきます。また、パソコン持参の場合は、インター
ネットに接続できません。

　ニュースポーツ祭

胸種目一覧胸
定員場所対象受付時間種目

なし
松山下公園
総合体育館
（浦部）

市内在住、在勤、在
学の小学１年生以
上

午前９時～（体験９
時３０分～正午）

ニュースポーツ体験（ワ
ンバウンドふらばーる
バレーボール、ファミ
リーバドミントン）

　松山下公園でニュースポーツの体
験会を開催します。ニュースポーツ
とは、勝敗にこだわらずレクリエー
ションとして気軽に楽しむスポーツ
の総称です。
　楽しみながら心地よい汗をかいて
みませんか。みなさんお誘い合わせ

のうえ、気軽にご参加ください。
■時 １１月２日蚊。
■申 当日会場で。
■費 １人１００円（保険代）。
■問 スポーツ振興課振興班（松山下公
園総合体育館内・緯○４２ 8417、胃○４２ 
8427）。

　まちづくり市民団
体「木下まち育て塾」
は吉岡まちかど博物
館開館10周年を記念
して講演会を開催し
ます。
胸市教育委員会後援。
■時 11月16日蚊・午後
１時30分～４時30分
（開場１時～）。
■場 中央公民館視聴覚室（大森）。
臼テーマ･･･「江戸時代の行徳河岸・行徳船」。
噛講師…菅野洋介氏（市川歴史博物館学芸員）。
渦テーマ･･･「木下街道と木下河岸」。
噛講師…小池康久氏（市教育委員会学芸員）。
■定 60人。
■費 500円（資料代）。
※記念事業として、吉岡まちかど博物館（木下
1484）・企画展示会や市川歴史博物館・行徳見学会
なども開催予定。
■申 当日会場で（先着順）。
■問 木下まち育て塾・村越（緯○46 ７３７４・■メール machiju-
ku@gmail.com）。

▲土蔵を活用した博物館

パート英
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

■他 
印
鑑
を
持
参
。
受
付
当
日
は
、
簡

単
な
面
接
を
行
う
の
で
、
保
護
者
と

お
子
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
入
園
資
格
…
市
内
に
住
所
を
有
す

る
、
左
表
の
年
齢
の
幼
児
。

■場 
■内 
■対 
■定 
左
表
の
と
お
り
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
公
開
抽
選
）。

【
個
人
面
談
・
入
園
決
定
】

　
学
務
課
よ
り
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

【
通
園
】

胸
大
森
幼
稚
園
…
保
護
者
の
責
任
の

も
と
幼
稚
園
ま
で
送
迎
し
て
く
だ
さ

い
。

胸
瀬
戸
幼
稚
園
…
印
旛
地
区
内
の
み

幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
有
り
。

胸
も
と
の
幼
稚
園
…
本
埜
地
区
内
の

み
幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
有
り
。

【
幼
稚
園
事
前
見
学
】

　
各
幼
稚
園
と
も
に
随
時
対
応
し
て

い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
直
接
、
各
幼

稚
園
ま
で
。

■問 
大
森
幼
稚
園
（
☎
碓42 
2
5
0
2
）、

瀬
戸
幼
稚
園
（
☎
碓98 
0
4
3
4
）、
も

と
の
幼
稚
園
（
☎
碓97 
1
0
1
0
）、
学

務
課
（
☎
内
線
5
2
4
）。

任
期
付
職
員
（
一
般
事
務
）

　
市
で
は
、　
月
か
ら
勤
務
で
き
る

12

任
期
付
職
員
（
一
般
事
務
）
を
募
集

し
ま
す
。

胸
募
集
人
数
…
2
人
。

胸
勤
務
時
間
…
月
曜
～
日
曜
日
の
う

ち
週
4
日
（
1
日
7
時
間
　
分
）、
ま

45

た
は
週
5
日
（
1
日
6
時
間
）。

胸
勤
務
開
始
日
…
　
月
1
日
俄
。

12

胸
勤
務
場
所
…
市
役
所
ま
た
は
市
内

の
出
先
機
関
。

胸
業
務
内
容
…
窓
口
業
務
、
電
話
対

応
業
務
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
事

務
処
理
な
ど
。

胸
給
料
…
1
1
3
街
1
8
7
円
～
1

2
6
街
0
8
0
円
。

■対 
原
則
と
し
て
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
人
。

※
地
方
公
務
員
法
第
　
条
（
欠
格
条

16

項
）
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■申 
　
月
　
日
画
（
消
印
有
効
）
ま
で

10

31

に
、
印
西
市
任
期
付
職
員
採
用
選
考

申
込
書
（
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写

真
貼
り
付
け
）
を
左
記
ま
で
郵
送
ま

た
は
持
参
（
持
参
の
場
合
は
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
、
午
前
8
時
　
分
～

30

午
後
5
時
　
分
）。

15

※
申
込
書
は
▼
市
役
所
本
庁
3
階
総

務
課
人
事
職
員
班
▼
印
旛
支
所
・
本

埜
支
所
、
各
出
張
所
の
窓
口
で
配
付

（
休
日
、
休
館
日
を
除
く
）。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
☎
内
線
4
3
2
）。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■時 
　
月
4
日
牙
、
5
日
画
・
午
前
9

12
時
　
分
～
午
後
5
時
。

30
■場 
平
岡
自
然
の
家
。　

■対 
印
西
市
・
白
井
市
に
在
勤
、
在
住

で
、
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人
。

■定 
　
人
。

80
■申 
　
月
4
日
峨
～
6
日
牙
・
い
ず
れ

11
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
、
教
本

代
3
街
5
0
0
円
、
写
真
2
枚
（
縦

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

　
　
の
変
更
願
い
（
農
振
除
外
）

　
農
振
農
用
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る

土
地
に
住
宅
な
ど
を
計
画
さ
れ
る
と

き
に
は
、
農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

農
業
用
倉
庫
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
農
業

用
施
設
を
計
画
さ
れ
る
と
き
は
、
農

振
農
用
地
の
用
途
区
分
変
更
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
関
連
し
、
市
で
は
、　
月
11

中
に
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
に
係
る
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
な
ど
を
計
画
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
前
に
相
談
の
う
え
、　
月
11

6
日
牙
ま
で
に
計
画
変
更
願
い
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
☎
内
線
3
7
4
）。 

　市
立
幼
稚
園
入
園
児

　
　（
大
森
・
瀬
戸
・
 も
と
の
）

【
募
集
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胸
書
類
配
布
…
募
集
要
項
を
教
育
委

員
会
学
務
課
窓
口
、
各
幼
稚
園
で
配

布
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
後
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
付
当

日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■時 
■場 
は
左
表
の
と
お
り
。

※
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接

 社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

　
　
　
　
　
　
 （
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
始
ま
り
ま
す

（３）平成２６年（２０１４）10月１５日号

平
成
　
年
　
月
か
ら

27

10

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
知

　
市
区
町
村
か
ら
、
住
民
票
の
住
所

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
仕
組
み

　
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体

で
保
有
す
る
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
分
野
の
個
人
情
報
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
ひ
も
づ
け
て
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
異
な
る
機
関
間
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
連
携
を
可
能
と

し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　
　
　
　
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
よ
り
、

特
定
の
個
人
に
関
す
る
正
確
な
情
報

が
迅
速
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
か
ら
、
行
政
事
務
の
効
率
化
や
、

き
め
細
や
か
な
支
援
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
、

申
請
の
際
の
添
付
書
類
が
不
要
に
な

る
と
い
っ
た
手
続
き
の
負
担
軽
減
や

本
人
確
認
の
簡
便
化
、
そ
の
他
の
利

便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

　
　
　
　
　
利
用
さ
れ
る
範
囲

　
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
に
お
い
て
、
社
会
保
障
・
税
・

災
害
対
策
の
分
野
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
で
定
め
ら
れ
た
事
務
に
限
り

利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
年
金
、
雇
用
保
険
、
医
療

保
険
の
手
続
き
、
生
活
保
護
や
福
祉

の
給
付
、
確
定
申
告
な
ど
の
税
の
手

続
き
な
ど
で
、
申
請
書
な
ど
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
税
や
社
会
保
障
の
手
続
き

で
は
、
事
業
主
や
証
券
会
社
、
保
険

会
社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て
手
続

き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
勤
務
先

や
証
券
会
社
、
保
険
会
社
な
ど
の
金

融
機
関
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出

を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問 
行
政
管
理
課
番
号
制
度
準
備
室

（
☎
内
線
4
9
2
）。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

　（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
と
は

　
平
成
　
年
5
月
に
成
立
し
た
「
行

25

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
（
通
称
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
」
ま
た
は
「
番
号
法
」）」
を
は
じ

め
と
し
た
関
連
四
法
に
よ
り
導
入
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　
社
会
保
障
と
税
の
各
制
度
に
お
け

る
効
率
性
、
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、

給
付
や
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
社
会
基

盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
よ
り
正
確
な
所
得
把
握
が
可
能

と
な
り
、
社
会
保
障
・
税
の
給
付
と

負
担
の
公
平
性
が
図
ら
れ
、
よ
り
公

平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
・
税
に
係
る
各

種
行
政
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、

行
政
に
過
誤
や
無
駄
を
な
く
す
こ
と

な
ど
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）】

　
日
本
に
住
み
、
住
民
票
コ
ー
ド
が

記
載
さ
れ
た
住
民
票
を
持
つ
す
べ
て

の
人
（
外
国
籍
の
人
を
含
む
）
一
人

ひ
と
り
に
指
定
さ
れ
る
数
字
　
桁
の

12

番
号
で
す
。
原
則
と
し
て
、
一
度
指

定
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
変

わ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か

募
集

胸募集日時と会場胸

会場時間期日

瀬戸幼稚園
（瀬戸）

午前9時～正午、
午後1時～4時。

11月4日峨

本埜公民館
（中根）11月6日牙

大森幼稚園
（大森）11月7日画

胸入園資格と定員胸
保育年数定員数年齢幼稚園

2年70人
平成22年4月2日～平成２3年4
月1日生まれの４歳児

大森

2年105人瀬戸

3年105人平成２3年4月2日～平成24年4
月1日生まれの３歳児もとの

4
唖
×
横
3
唖
）
を
申
請
書
・
受
講

票
に
貼
り
付
け
て
、
左
記
へ
提
出
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
左
記
窓
口
お
よ

び
管
内
の
各
消
防
署
で
配
布
。

※
印
西
地
区
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
（
印
西
市
牧
の
原
2
―
3
・
☎

碓46 
9
9
7
1
・
■ＨＰ h

ttp
://fire

-in
zaich

ik
u
.e
co
.co
o
can
.jp

）。

　平成26年10月１日から、国は、国民や民
間事業者の方がマイナンバー制度について問
い合わせができるコールセンターを開設しま
した。
　制度についてご不明な点などがありました
ら、下記までお気軽にお問い合わせください。
【日本語窓口】
全国共通ナビダイヤル（緯0570―20―0178）。
【外国語窓口】
全国共通ナビダイヤル（緯0570―20―0291）。
※今年度は英語のみの対応です。来年度から
はそのほか、中国語、韓国語、スペイン語、
ポルトガル語での対応を予定しています。
※午前9時30分～午後5時30分（土曜、日
曜日、休日、祝日、年末年始は除く）。

マイナンバー制度の
　　　コールセンター

▲マイナンバーのシ
ンボル「マイナちゃん」

マイナンバーは一生使うもの
です。大切にしてくだサイ。

　平成26年10月１日から、従来より21
円引き上げられ、時間額７９８円に改正さ
れました。
※詳しくは下記へ。
■問 千葉労働局労働基準部賃金室（緯０４３
―２２１―２３２８）。

千葉県最低賃金が改正



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

『がけ崩れ』の前兆があったら早めの避難を『がけ崩れ』の前兆があったら早めの避難を！！

パート衛

児
科
医
師
）。

■対 
約
　
人
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子

40

ど
も
を
持
つ
保
護
者
）。　

■他 
交
流
会
を
行
う
予
定
で
す
が
、
保

育
の
対
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

連
れ
の
人
は
、
各
自
で
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
電
話
で
左
記

10

29

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
先
着

順
）。

■問 
千
葉
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
印
旛
保
健
所
）
地
域
保
健
課
栄
養

担
当
（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1
1

3
4
）。

※
月
曜
～
金
曜
日
（
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

ま
で
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
、
ア
レ
ル

ギ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
5
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午

11

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
多
目
的
室
（
大
森
）。

■内 
演
題
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
新

の
診
断
と
治
療
～
安
心
し
て
食
べ
る

た
め
に
～
」。　

噛
講
師
…
鈴
木
修
一
氏
（
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
下
志
津
病
院
小

印
西
市
地
区
健
康
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
主
催
行
事

臼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
習
慣
を
生
か

し
て
松
虫
姫
伝
説
コ
ー
ス
を
歩

こ
う
　
1
2
0
0
年
前
、
奈
良
の
都
か
ら

下
総
、
印
旛
の
こ
の
地
に
病
平
癒
の

た
め
、
困
難
を
乗
り
越
え
や
っ
て
き

た
松
虫
姫
を
し
の
び
、
約
5
娃
を
一

緒
に
歩
き
な
が
ら
、
伝
説
の
素
話
を

聞
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
9
時
～
正
午
。

11

14

（
受
け
付
け
8
時
　
分
～
）。

30

※
小
雨
決
行
。

■場 
印
旛
支
所
集
合
（
美
瀬
）。

■対 
一
般
。

■定 
　
人
程
度
。

20
■費 
無
料
。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
雨
具
を
持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
、
直
接
左
記
窓
口
ま

で
（
先
着
順
）。

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓97 
1
1

1
1
）。

渦
家
庭
で
出
来
る
ら
く
ら
く
筋

ト
レ
　
暮
ら
し
の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
自
宅
で
簡
単
に
続
け
ら
れ
る

運
動
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
6
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午

11

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■対 
一
般
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
無
料
。

■他 
動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
履
き
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
水
が
望
ま
し
い
）

を
持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
、
直
接
左
記
窓
口
ま

で
（
先
着
順
）。

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
。

健
康

開
演
（
4
歳
以
上
入
場
可
）。

■費 
一
般
1
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
ま
で
）
5
0
0
円
。

※
全
席
指
定
・
障
害
者
割
引
有
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
販
売
中
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
～
音
楽
の
お
く
り
も
の
・
歌
の
花
た
ば
～

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
楽
し
め
る
歌
と
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
臼
わ
い
わ
い
コ
ン

12

14

サ
ー
ト
・
午
前
　
時
開
演
、
渦
ア
フ

11

タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後
2
時

12/14
（日）

　
手
塚
治
虫
原
作
の
「
ブ
ッ
ダ
」
を

劇
団
わ
ら
び
座
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
。

家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
3
時
開
演

10

25

（
開
場
2
時
　
分
～
）。

30

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
高
校
生
ま
で
）
1
街
5
0
0
円
。

※
全
席
指
定
・
障
害
者
割
引
有
。

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
、

イ
ー
プ
ラ
ス
（h

ttp
://e
p
lu
s.jp

/

）
で
販
売
中
。

10/25
（土）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ブ
ッ
ダ
」

文化ホール
中 央 駅 前 地 域 交 流 館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

　高齢者の安全と安心を図るため、緊急
時に迅速に救急活動が行えるよう、かか
りつけ医療機関などの必要な情報を保管
する救急医療情報キットを希望者に無料
で配布いたします。
■対 65歳以上のひとり暮らしの人。
胸申請に必要なもの…印鑑。
胸配布場所…介護福祉課生きがい支援班、
印旛支所市民サービス課市民福祉班、本
埜支所市民サービス課市民福祉班。
※民生委員を通して申請することもでき
ます。配布を希望される人は、地区担当
の民生委員にご相談ください。
■問 介護福祉課生きがい支援班（緯内線
271・272）。

救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ救急医療情報キットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業をををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開　　　　　　配布事業を開始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始

　去る8月20日、広島市で、大規模な土砂災害が発生し、多くの人的被害が
あったことは記憶に新しいところですが、印西市内にも、がけ崩れの恐れが
ある土砂災害危険箇所が多数あることをご存じですか。
　危険箇所となるがけ地付近は、短時間の豪雨や長期間にわたり雨が降り続
いた場合、非常に危険な状態となる恐れがあります。市では、避難に関する
情報を防災行政無線や防災メール、ホームページなどでお知らせしますが、
前兆現象が確認できたら早めに安全な場所に避難してください。
『がけ崩れ』の前兆現象

▲

がけから水が吹き出す

▲

がけからの水が濁る

▲

がけに亀裂が入る

▲

がけか
らの音がする

▲

小石がパラパラと落ちてくる。
土砂災害危険箇所は、千葉県ホームページ（■ＨＰ http://www.pref.chiba.lg.jp/ka
kan/sabou/kikenkasho/jimusho/inba.html）でご確認ください。
避難場所は、ハザードマップまたは、市防災ホームページ（■ＨＰ http://bousai
.city.inzai.lg.jp/keikaku/hinanbasho/index.html）でご確認ください。
■問 防災課防災班（緯内線452）。

　社会福祉協議会は市からの受託事業として、高齢者および障がい者で介助な
しでは公共交通機関（電車・バス・タクシー）を利用することが困難な人を対
象に、外出支援サービスを実施しています。
　このサービスは、社会福祉協議会に登録する運転ボランティアが病院や公共
機関への送迎などを行うサービスです。そこでサービスの担い手である「運転
ボランティア」を募集します。
【募集要項】
煙実運転歴が10年以上で、過去3年以内に重大な過失事故および違反をしてい
ない人。ボランティア活動に理解があり安全運転を励行できる人。
煙11月14日画、15日臥（2日間）に行われる国土交通省の指定する運転者講
習会に参加できる人。
煙講習会受講後、週1回程度の外出支援サービスの運転ボランティア活動が可
能な人。
■対 70歳未満の人。
■定 4人。
■申 10月25日臥（日曜・祝日を除く）までに、電話または下記窓口へ（先着順）。
■問 社会福祉協議会（緯碓42 0294）。　　　　

外出支援サービス運転ボランティア外出支援サービス運転ボランティア募募集集嘘
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室
開
催

　
健
康
に
役
立
つ
献
立
づ
く
り
を
応

援
す
る
た
め
に
、
油
を
極
力
使
用
せ

ず
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
簡
単
な
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　
家
庭
で
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や

す
い
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

11

20

10

1
時
（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■内 
参
加
者
と
一
緒
に
低
カ
ロ
リ
ー
の

ヘ
ル
シ
ー
料
理
を
作
り
、
試
食
な
ど

も
行
い
ま
す
。

■対 
一
般
（
男
性
歓
迎
）。

■定 
　
人
。

24
■費 
5
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
布
き
ん

1
枚
を
持
参
。

■申 
　
月
　
日
牙
ま
で
に
、
電
話
ま
た

11

13

は
直
接
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
 。 

平成26年（2014）10月15日号（4）

　求人のある社会福祉施設・事業所の
採用担当者との個別面談や福祉職場
に関する相談などを行い、福祉・介護
人材の確保と就労をサポートします。
■時 １１月９日蚊・午後１時～４時。
■場 幕張メッセ国際会議場コンベン
ションホールほか（千葉市美浜区中瀬

２―１）。
■対 社会福祉施設・事業所へ就職を希望
する人。
■費 無料。
■申 不要（当日直接会場で）。
■問 千葉県社会福祉協議会千葉県福祉
人材センター（緯043―222―1294）。

平成26年第2回「福祉のしごと就職フェア・inちば」



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

講
座
・
認
知
症
を
学
ぶ

 「
認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」

「
認
知
症
と
そ
の
ご
家
族
、
介
護
さ

れ
る
人
の
苦
労
・
心
理
、
認
知
症
と

言
葉
」
を
テ
ー
マ
に
認
知
症
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
画
、　
月
7
日
画
、　

10

31

11

14

日
画
・
い
ず
れ
も
午
後
1
時
　
分
～

30

4
時
（
全
3
回
）。

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
・
中
央

南
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
街
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
・
資

料
代
な
ど
）。

■申 
　
月
　
日
臥（
必
着
）ま
で
に
、
講

10

25

座
名
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

は
が
き
、
メ
ー
ル
ま
た
は
、
電
話
で

左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
介
護
・
認
知
症
の
家
族
と
歩
む

会
・
印
西
（
〒
2
7
0
―
2
3
2
4

印
西
市
中
根
　
・
■携 
0
9
0
―
5
5

61

0
9
―
5
3
9
8
・
■メール ao

3
1
2
1
2
1

@
s6
.d
io
n
.n
e
.jp

）。

   認知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
地
域

で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
々
を
、
地
域

で
見
守
り
、
そ
っ
と
手
助
け
が
で
き

る
よ
う
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
』
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
る
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

11

10

30

正
午
（
受
け
付
け
　
時
～
）。

10

■場 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ハ
ー
ト

ヴ
ィ
レ
ッ
ヂ
内
会
議
室
（
武
西
）。

■定 
　
人
。

30
■申 
　
月
　
日
臥
ま
で
に
電
話
で
左
記

10

25

へ
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

ハ
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ヂ
大
石
・
奥
田
・

谷
口
（
緯
碓47 
2
2
6
9
）。

　「障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談
」

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
相
談
員
が
応
じ

ま
す
（
要
予
約
）。

■時 
■場 
■申 
は
左
表
を
参
照
。

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
（
緯
内
線
2
6
8
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

■内 
晩
秋
の
ト
ン
ボ
を
中
心
に
昆
虫
の

様
子
を
観
察
し
ま
す
。

噛
講
師
…
 柄
澤
 保
彦
氏
（
自
然
保
護

か
ら
さ
わ

委
員
会
委
員
ほ
か
）。

■対 
ど
な
た
で
も
（
小
学
3
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
資
料
、
保
険
代
）。

※
中
学
生
以
下
は
無
料
。

■他 
服
装
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽

子
を
着
用
し
、
虫
取
り
網
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具
を
持
参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
・
松
永
（
緯
／
胃
0
4
7

―
4
9
1
―
6
3
6
5
・
■メール y

m
h
a

rap
p
a@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

怯
高
品
質
な
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ラ

ワ
ー
体
験
教
室

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～
。

10

25

30

■場 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
講
習

室
（
原
山
）。

■費 
3
街
8
0
0
円
（
材
料
代
）。

■他 
新
聞
紙
、
持
ち
帰
り
用
袋
を
持
参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
光
（
■携 
0
9
0
―
3
0
8
4
―
5

4
5
4
）。

怯
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展

■時 
　
月
　
日
画
～
　
日
蚊
・
い
ず
れ

10

17

26

も
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
　
日
蚊

26

は
4
時
ま
で
）。

■場 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園（
原
山
）。

■内 
鎌
田
朋
子
と
キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
ク

レ
ヨ
ン
の
作
品
展
示
。

■問 
鎌
田
（
緯
碓46 
2
2
0
4
）。

怯

シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ノ
ー
ビ
レ
」
団
員
募
集

■時 
月
3
回
の
木
曜
日
の
午
前
中
。

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
桜
台

セ
ン
タ
ー
ほ
か
。

■内 
定
期
演
奏
会
、
近
隣
の
高
齢
者
施

設
へ
の
訪
問
演
奏
な
ど
。

■費 
4
街
0
0
0
円
（
月
額
）、
1
街
5

0
0
円
（
入
会
金
）。

■問 
小
倉
（
緯
0
4
7
―
4
9
1
―
5

6
3
5
）。

怯
舞
台
鑑
賞
を
楽
し
む
た
め
に
「
ひ

み
つ
の
森
で
食
べ
て
あ
そ
ぼ
」
開
催

■時 
　
月
9
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後
2
時
。

11

10

■場 
市
内
某
所
の
森
。

■内 
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
や
森
の
ピ
ザ
窯

で
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
遊
び
ま
す
。

■対 
　
月
7
日
蚊
開
催
「
に
こ
に
こ
山

12
は
た
い
へ
ん
だ
」
を
鑑
賞
す
る
親
子
。

■定 
親
子
　
組
（
子
ど
も
の
み
は
不
可
）。

30

■費 
一
人
1
街
0
0
0
円
（
材
料
費
）。

■問 
N
P
O
法
人
い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇

場
事
務
局
（
緯
／
胃
碓46 
6
2
8
7
・

■メール n
p
o
in
zaik
o
d
o
m
o
@
y
ah
o

o
.co
.jp

）。

怯
師
戸
城
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午

10

26

10

（
荒
天
時
中
止
）。

■場 
県
立
印
旛
沼
公
園
駐
車
場
（
師
戸
）。

■内 
公
園
内
を
案
内
し
戦
国
当
時
の
様

子
を
解
説
し
ま
す
。

■対 
　
歳
以
上
。

18
■定 
　
人
。

20
■費 
5
0
0
円
（
資
料
・
保
険
代
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
塚
原
緑
地
研
究
所
・
川
村
、
森
（
緯

0
4
3
―
2
7
9
―
8
0
0
5
）。

怯
ふ
れ
あ
い
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

教
室
開
催

　
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
。
指
導
員

が
優
し
く
指
導
し
ま
す
。

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
後
0
時
　
分
～
。

11

30

■場 
印
旛
支
所
3
階
会
議
室
（
美
瀬
）。

■対 
市
内
在
住
の
成
人
。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
年
会
費
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
植
村
（
■携 
0
9
0
―
2
3
3
1
―

5
1
0
4
）。

怯
第
　
回
原
っ
ぱ
の
会
の
自
然

23

観
察
会
「
ト
ン
ボ
」

■時 
　
月
3
日
華
・
午
前
9
時
　
分
～

11

30

　
時
　
分
。

11

30

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）。

福
祉

胸巡回相談　日程表胸
申し込み会　場日　時

いんば障害者
相談センター
（緯碓99 2501）

 印旛支所
 1階相談室   
（美瀬）

第１・３水曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合はなし）

 本埜支所
 1階相談室
（笠神）

第２・４水曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合はなし）

な
ど
の
焼
却
。

渦
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害

そ
の
ほ
か
の
災
害
予
防
、
応
急
対
策

ま
た
は
復
旧
の
た
め
の
焼
却
。

【
例
】
災
害
時
の
木
く
ず
の
焼
却
。

嘘
風
俗
習
慣
上
、
宗
教
上
の
行
事
の

た
め
の
廃
棄
物
の
焼
却
。

【
例
】
ど
ん
と
焼
き
、
門
松
、
し
め

縄
な
ど
の
焼
却
。

唄
農
業
、
林
業
ま
た
は
、
漁
業
を
営

む
う
え
で
、
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物

の
焼
却
。

※
家
庭
菜
園
・
レ
ジ
ャ
ー
農
園
は
農

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
例
】
農
業
者
が
行
う
病
害
虫
防
除

目
的
の
稲
わ
ら
、 畦
畔
 の
枯
草
な
ど

け
い
は
ん

の
焼
却
。

※
ビ
ニ
ー
ル
類
は
不
可
。

欝
た
き
火
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
、
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の

焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
（
煙
の

量
や
臭
い
な
ど
が
近
隣
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
程
度
の
燃
焼
行

為
）。

【
例
】キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
や
庭
先
で
の
小
規

模
な
落
ち
葉
た
き
。

※
 野
外
焼
却
（
野
焼
き

行
為
）
禁
止
の
例
外
規

定
と
さ
れ
た
行
為
で

あ
っ
て
も
、
生
活
環
境

上
支
障
を
与
え
、
苦
情

な
ど
が
あ
る
場
合
は
行

政
指
導
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
 消
防
署
長
へ
野
焼
き

の
届
け
出
を
し
、
受
理

さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
苦
情
な
ど
が
あ
る
場

合
は
取
り
止
め
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

怯
市
か
ら
の
お
願
い

　
ご
み
は
各
家
庭
な
ど
で
燃
や
し
て

処
理
し
な
い
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
ご
み
を
燃
や
し
た
時
に
発
生
す
る

煙
に
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
含
ま

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
臭
い
が
洗

濯
物
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
煙
が
部
屋
に
入
る
の
で
窓

が
開
け
ら
れ
ず
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の

持
病
が
あ
る
人
に
は
大
変
つ
ら
い
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
火
災
に
な
る
危
険
も
あ
る

の
で
、
家
庭
ご
み
は
、
分
別
し
て
集

積
所
に
出
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
【
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
こ

と
】
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
緯
内
線
3

8
3
、
3
8
5
）。

【
環
境
指
導
に
関
す
る
こ
と
】
環
境

保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内
線
3
6

1
～
3
6
3
）。

　「
廃
棄
物
処
理
法
」
第
　
条
の
2

16

に
よ
り
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野

焼
き
行
為
）
が
一
部
の
例
外
を
除
き

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
例
外
は
左
記

参
照
）。

　
同
法
で
は
「
何
人
も
、
次
に
掲
げ

る
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
廃
棄

物
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ

り
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き

行
為
）
禁
止
に
違
反
し
た
場
合
は
、

5
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
1
街
0

0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
ま

た
は
こ
れ
を
併
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
（
廃
棄
物
処
理
法
第
　
条
第

25

1
項
第
　
号
）。

15

怯
野
外
焼
却
（
野
焼
き
行
為
）

禁
止
の
例
外
規
定

臼
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の

施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

廃
棄
物
の
焼
却
。

【
例
】
河
川
管
理
者
な
ど
が
河
川
の

管
理
を
行
う
た
め
に
伐
採
し
た
草
木

一
部
の
例
外
規
定
を
除
き

   野
焼
野
焼
きき
は
法
律
で
禁
止
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

無許可の野焼きはしない、させな無許可の野焼きはしない、させないい

手話で話してみませんか？
～手話講習会～

　初心者を対象とした手話講習会（全
4回）です。聞こえない人と簡単な会
話ができるまでを目指します。手話
を体験してコミュニケーション力を
身につけませんか？
■時 11月15日臥・22日臥・29日臥、12月6日臥・いず
れも午前１０時～正午。
■場 ふれあい文化館内会議室（原）。
噛講師･･･印西市聴覚障害者協会。
■対 市内在住、在勤、在学の中学生以上。
■定 15人。
■費 無料。
■申 電話またはFAXで下記まで（先着順）。
■問 障がい福祉課障がい福祉支援班（緯内線269、胃碓42 
0381）。

（5）平成26年（2014）10月15日号

凡
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合
併
し
て
か
ら
特

に
在
来
地
区
以
外

か
ら
の
参
加
者
が

増
え
、
ま
た
、
家
族

構
成
も
多
様
化
し

て
き
つ
つ
あ
り
『
ふ

る
さ
と
』
を
失
っ
て

い
る
人
も
多
い
。

そ
の
よ
う
な
み
な

さ
ん
に
心
に
な
じ

む
『
ふ
る
さ
と
』
を

提
供
し
て
あ
げ
た
い
。

参
加
者
2
千
人
が
目
標

で
す
…
」
と
大
き
な
夢
を

伺
い
ま
し
た
。
お
話
を

伺
っ
て
い
る
う
ち
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、
瀬

戸
幼
稚
園
、
山
ゆ
り
保

育
園
児
た
ち
に
よ
る
か

わ
い
い
お
遊
戯
も
終
り
、

由
緒
あ
る
師
戸
お
囃
子

保
存
会
の
演
技
の
後
、
よ
さ
い

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な

ら
ぬ
『
印
旛
ソ
ー
ラ

ン
節
』
が
披
露
さ
れ

喝
采
を
浴

び
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
お

祭
り
で
は

ヤ
グ
ラ
は

組
ま
ず
、

芝
生
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
中
心
に

太
鼓
が
陣
を
構
え
、

そ
の
回
り
を
反
時
計

回
り
に
踊
り
の
輪
が

二
重
三
重
に
広
が
り

ま
す
。
驚
か
さ
れ
た

の
は
「
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」
で
通
常
で
は
見

ら
れ
な
い
こ
う
し
た

場
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

委
員
長
の
仕
掛
け
が

の
で
、
家
族
分
の
テ
ー
ブ
ル
付
き

キ
ャ
ン
バ
ス
チ
ェ
ア
を
目
一
杯
広

げ
た
り
、
安
楽
椅
子
を
持
ち
込
ん

で
高
見
の
見
物
と
き
め
込
む
人
も
。

私
の
知
る
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

内
の
お
盆
祭
り
の
混
雑
を
極
め
る

賑
わ
い
と
は
正
反
対
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
よ
る
市
民
参
加
型
の
盆
踊
り

が
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
委
員
長
の
桜
井
正
夫
さ
ん

は
語
り
ま
す
。「
　
年
続
い
て
い

10

る
こ
の
お
祭
り
で

す
が
、
印
西
市
に

 あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
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かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

あ
な
た
は
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
り
ま
す
か
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
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　『
い
ん
ば
ふ
る
さ
と
祭
り
』
ル
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広報レポーター： 深掘　哲夫 （内野）
ふ か ほ り 　 て つ お

▲
迫
力
満
点

紅
き
脚
尾
羽
の
黒
き
こ
ふ
の
と
り
い
ま
豊
岡
の
我
が
前
を
と
ぶ

小
倉
台
　
　
　
村
越
　
博
茂

古
漬
の
胡
瓜
を
食
ひ
て
わ
が
夫
夏
の
来
る
と
し
み
じ
み
言
へ
り

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

秋
の
田
の
稲
の
垂
れ
穂
に
 群
雀
四
方
 に
知
ら
せ
よ
我
が
里
の
味

む
ら
す
ず
め
よ
も

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
次
男

ま
な
う
ら
に
留
め
お
き
た
き
こ
と
数
多
く
い
ま
だ
言
葉
な
き
赤
子
な
れ
ど
も

　
原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

わ
が
街
の
住
み
よ
さ
は
日
本
一
と
い
ふ
自
然
ゆ
た
か
に
我
も
健
や
か

小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

頬
わ
た
る
風
の
中
に
ぞ
秋
来
る

原
　
　
　
　
宮
内
　
瑞
子

星
月
夜
も
の
忘
れ
増
す
八
十
路
か
な

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

文
明
の
利
器
は
な
く
と
も
虫
音
色

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

冬
瓜
の
カ
レ
ー
風
味
に
仕
上
が
り
ぬ

原
　
山
　
　
　
石
田
美
江
子

帰
る
子
に
手
を
振
り
つ
づ
け
盆
の
月

若
　
萩
　
　
　
宮
崎
　
倫
子

 「
の
ぼ
り
」
は
た
め
く
杜
の
空
、

ひ
び
く
太
鼓
が
胸
を
う
つ
。

　
午
後
4
時
を
回
り
、
日
差
し
が

少
し
柔
ら
か
く
な
る
の
に
合
わ
せ

う
ち
わ
を
腰
帯
に
は
さ
ん
だ
浴
衣

姿
が
い
つ
の
間
に
か
大
勢
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
こ
は
8
月
3
日
の
印
旛
中
央

公
園
多
目
的
広
場
（
瀬
戸
1
5
1

8
）。
普
段
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど
が

出
来
る
よ
う
管
理
を
徹
底
し
て
草

つ
き
の
ま
ま
と
し
て
、
夜
間
照
明

設
備
完
備
と
い
う
優
れ
グ
ラ
ウ
ン

ド
。
思
い
切
り
踊
っ
て
も
足
も
履

物
も
汚
れ
ず
、
砂
塵
を
吸
い
込
む

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
参

加
さ
れ
る
み
な
さ
ん
も
心
得
た
も

掲載情報は9月12日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　「
汽
車
が
行
き
来
し
て
い
た
時

代
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
駅
長
の

 五
木
田
 さ
ん
。　
湖
北
、
木
下
、
小

ご

き

た

林
、
布
佐
、
新
木
、
東
我
孫
子
の

駅
長
も
兼
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
8
年
（
平
成
　
年
）

20

　
月
に
駅
舎
の
建
て
替
え
が
完

12了
し
た
　
成
田
線
木
下
駅
に
つ

JR

い
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
木
下
駅
の
開
設
は
、
1
9
0

1
年
（
明
治
　
年
）
4
月
1
日
。

34

成
田
鉄
道
～
国
鉄
～
　
東
日
本

JR

と
時
代
と
と
も
に
運
営
会
社
は

移
り
変
わ
り
ま
し
た
が
、
木
造

の
駅
舎
は
地
域
の
人
々
に
永
く

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
と
ホ
ー
ム
を
つ
な
ぐ
橋
＝
跨

線
橋
は
、
成
田
駅
で
使
用
さ
れ

て
い
た
も
の
を
解
体
し
て
運
ん

で
き
た
と
か
。
木
造
で
趣
き
の

あ
る
橋
で
し
た
。
現
在
の
駅
舎

は
、『
豊
か
な
歴
史
を
も
つ
木

下
の
特
徴
を
再
発
見
し
て
も
ら

う
た
め
、
木
下
ら
し
さ
の
木
の

存
在
感
を
活
か
し
、
和
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
空
間
』
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
懐
か
し
い
感
じ

も
出
せ
る
よ
う
印
西
市
と
　
で
JR

進
め
て
き
た
デ
ザ
イ
ン
と
の
こ

と
。
以
前
は
、
駅
南
口
（
市
役

所
側
）
か
ら
改
札
（
北
口
）
を

抜
け
る
た
め
に
は
、
線
路
下
に

掘
ら
れ
た
地
下
道
を
通
ら
な
け

れ
ば
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

建
て
替
え
後
は
、
南
北
両
側
に

設
置
さ
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
利

用
し
て
、
橋

上
で
改
札

を
抜
け
る

と
い
う
形

に
な
り
、
と

て
も
便
利

に
な
り
ま

し

た
。
で

き
れ
ば
、
ぜ

ひ
階
段
を
上
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
光
を
反
射
し
て
き
れ
い
な

の
は
、
ま
だ
建
て
替
え
ら
れ
て

そ
れ
ほ
ど
経
っ
て
い
な
い
か
ら
、

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
正
体

は
「
御
影
石
」。
階
段
に
御
影

石
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
珍
し

い
そ
う
で
す
。
木
目
調
の
手
す

り
も
目
を
引
き
ま
し
た
。
印
象

的
な
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
改

札
前
の
自
由
通
路
。
通
路
の
端

か
ら
端
ま
で
ガ
ラ
ス
張
り
の
窓

が
大
き
く
広
が
り
、
眺
め
が
よ

あ
ら
わ
に
な
っ
た
一
刻
で
し
た
。

　『
里
の
匂
い
や
ぬ
く
も
り
の
、

思
い
出
胸
に
せ
ま
り
く
る
…
。

　
わ
た
飴
、
た
こ
焼

き
、
か
き
氷
、
揺
れ

る
明
か
り
の
懐
か
し

さ
…
』。

　
お
祭
り
の
最
後
は
、

み
な
さ
ん
お
待
ち
か

ね
の
打
ち
上
げ
花
火
。

会
場
か
ら
見
上
げ
る

花
火
は
、
頭
上
に
ふ

り
か
か
り
そ
う
な
ほ

ど
の
迫
力
で
、
華
々

し
く
夜
空
を
彩
り
、

み
な
さ
ん
の
夢
い
っ

ぱ
い
に
包
ん
だ
お
祭

り
は
無
事
、
お
開
き

に
な
り
ま
し
た
。
来

年
は
ど
っ
ぷ
り
と

『
ふ
る
さ
と
』
に
漬

か
っ
て
み
て
下
さ
い
。

く
、
解
放
感
溢
れ
る
空

間
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
木
下
駅
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
い
つ
も
の
風
景
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
北

総
線
を
利
用
す
る
私

に
は
、
と
て
も
新
鮮
に

映
り
ま
し
た
。
窓
ふ

き
が
大
変
そ
う
と
も

思
い
ま
し
た
が
。
木
下
駅
の
自
慢

は
、
新
し
い
車
両
（
E
2
3
1
系
）

を
使
っ
た
電
車
が
　
両
編
成
で
来

10

る
と
い
う
こ
と
、
上
下
ホ
ー
ム
に

も
そ
れ
ぞ
れ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
お
話
を

伺
っ
て
い
る
時
に
、
ま
さ
に
　
両
10

編
成
の
電
車
が
到
着
。
ホ
ー
ム

い
っ
ぱ
い
に
車
両
が
連
な
り
、
迫

力
満
点
で
し
た
。
そ
の
ま
ま
私
も

電
車
に
乗
り
旅
に
出
た
く
な
り
ま

し
た
。

広報レポーター：
 中谷　久美好 （内野）
な か や 　 く み こ 木下駅

木の素材感を生かした外木の素材感を生かした外観観

10両編成のE23１10両編成のE23１系系

▲太鼓を中心に…踊り手は輪になって…

怯ゆずります情報

怯さがしています情報

臼 犬の洋服渦 小林中学校女子制服（冬服、夏服及びジャージ）嘘 本棚唄子ども
用イス欝 室内ブランコ蔚 テーブル用ベビー椅子鰻 ベビーベッド姥ダイニング
テーブル＋椅子４脚。

臼 補聴器 渦英（はなぶさ）幼稚園の制服及び体操着嘘 ＣＤラジカセ唄天神幼稚園男
児制服・体操服⑤しおん幼稚園体操服（半袖）蔚木刈小学校体操服上下鰻 木刈小学校
ジャージ上姥 きかり幼稚園体操服長ズボン厩 きかり幼稚園体操服半ズボン 浦高花
小学校運動着瓜 ジグザグ縫い機能付きミシン。

ようやく踊りを覚えましようやく踊りを覚えましたた

▲

太鼓の周囲を回ります
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